
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究構想図 研究主題（令和元年度） 

育成を目指す資質・能力に基づいた授業改善（Ⅱ） 
〜肢体不自由特別支援学校における「深い学び」の実現を目指して〜 

研究の方向性 

（１） 「育成したい資質・能力」の三つの柱に基づいた肢体不自由特別支援学

校における教科指導について考える。 

（２） 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりについて、肢体

不自由児の特性を踏まえて具体的に検討する。 

 

新学習指導要領においては、教育基本法、学校教育法などを踏まえ、子供た

ちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成していくことが明示

されている。具体的には、「社会に開かれた教育課程」の理念のもと、予測困難

な新しい時代に対応した資質・能力を確実に育むため、各学校においては、資

質・能力の育成の手段としての「主体的・対話的で深い学び」や教育課程に基

づく教育活動の質を向上させる「カリキュラム・マネジメント」の確立が求められ

ている。 

研究仮説 

 児童生徒へ育成したい資質・能力及び「身に付けさせたい力※」を踏まえた授

業を通して、主体的、対話的な学びについて具体的な検討を行いながら授業を

改善することで、深い学びを実現し、より授業の目標を達成しやすくする。 

学校教育目標 

学校経営目標（令和元年度） 

・学びやすくわかりやすい授業実践 

・卒業後の豊な生活につながる指導 

・明るくいきいきと学べる教育活動の創意工夫 

めざす児童生徒像 「身に付けさせたい力」 
マトリクス 

授業改善の手続 

①資質・能力を具体化した観点別の目標設定と単元設定「何を学ぶのか」 

②指導上（学習上）の課題の把握、学びの困難さの想定 

③当初の策「どう学ぶのか」 

・主体的な学び ・対話的な学び 

④授業の振り返り（授業評価） 

⑤振り返りをもとにした改善策 

・深い学びの実現 

⑥授業の振り返り（授業、単元の評価） 

「何ができるようになったか」 

諫早特別支援学校の児童生徒が学びを通して、「何ができるように

なるか」という観点から、各教科等の単元や題材の中で育くみたい

「資質・能力」を具体化する。 

育成を目指す資質・能力 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力・人間性等 

※本校では、子供たちに「身に付けさせたい力」のマトリクスを作成し、日々の授業づくりに活

用している（図１）。 

図１ 授業づくりのモデル 

授業改善のイメージ 
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授業のサイクル 

学習評価に基づいた 

授業改善のサイクル 

イラスト「イラスト素材図鑑 https://blog.goo.ne.jp/illust-amembow」 １ 

https://blog.goo.ne.jp/illust-amembow


○取組１ 授業改善の手続「①資質・能力を具体化した観点別の目標設定と単元設定」「②指導上（学習上）の課題の把握、学びの困難さの想定」 

 

単元構想シートを使った単元の計画と学びの困難さへの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※本校では、主体的・対話的で深い学びの実現に向け「平成３０年度版 主体的・対話的・深い学びに向かう授業改善の視点」を作成し活用している。 

（平成 30 年度 研究報告書参照） 

どのような順序で、どのくらいの時

間をかけて学ぶかを計画する 

単元を計画したうえで、児童生徒

がつまずきそうな場面について学

びの困難さを想定する 

困難さに対応した工夫や手立て

を、主体的・対話的で深い学びの

視点※から検討する 

「深い学び」についての教師の気付き  

後述「深い学び」に向けて参照 

何を教えるのかについて、教科の

目標を踏まえて明らかにする 

ゲームなどを取り
入れ、主体的、意
欲的に 

視線入力装置を活用
して英語で自己紹介 

２ 



○取組２ 授業改善の手続「③主体的な学び・対話的な学び」 

 

主体的・対話的で深い学びの視点で実践を振り返る（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）板書や配付プリントをタブレット PC に保存

し、主体的に学ぶことができるようにする 

「平成３０年度版 主体的・対話

的・深い学びに向かう授業改善

の視点」の項目ごとに実践を振

り返る 

振り返りをもとに、今後の実践

へ取り入れる視点の検討をする 

・授業を主体的、対話的、深い学びの各視
点からチェックすることが可能であり、振り
返りのツールとしても有効でした。 

・児童生徒の実態によっては、授業での設
定が難しい項目もありました。 

 

３ 



○取組３ 「④授業の振り返り（授業評価）」「⑤振り返りをもとにした改善策」「⑥授業の振り返り（授業、単元の評価）」 

 

授業改善シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シートの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

・育成したい資質・能力を踏まえ、指導目標

から学習評価までを３つの柱に沿って分か

りやすく記述する 

 

・主体的で対話的な深い学びを実践するため

の手立てや、題材の質や広がりを意識した

単元設定について展開シートに記述する 

 

・学習評価が低かった理由を自己分析したう

えでグループ協議し、次時への改善の方針

を導き出す 

取組１を参考に 

取組２を参考に 

自分で試行錯誤し
ながら角度の調整
を体験できる教材 

ゲーム性のある活動で学び
に意欲的に向かうことができ
るようにする 

改善の視点を協議する 
・角度の大きい小さいは基準がないと分
かりづらいのでは？ 

・知識・技能の目標を達成するためには、
ゲームの前に注目するポイントを教える
必要があるのでは？ 

授業研究 

授業 学習評価 授業改善 

改善した 
手立てや工夫 

４ 



○教師の意識調査（日々の実践を通して） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       回答 
設問 できた すこしできた 

あまり 
変わらなかった 

変わらなかった 

①「育成を目指す３つの資質・能力」に応じた指導目標の設定ができましたか？ １９．４ ６８．１ １２．５ ０．０ 

②目標達成に向けた単元設定ができましたか？ １８．３ ７１．８ ８．５ １．４ 

③児童生徒の実態に応じ、主体的で対話的な深い学びを意識した手立てを講じることができま
したか？ 

１５．３ ７６．４ ８．３ ０．０ 

④新しい評価の観点に照らした学習評価ができましたか？ １２．５ ７３．６ １３．９ ０．０ 

⑤学習評価を基に授業の改善の視点を導き出すことができましたか？ １６．９ ７７．５ ５．６ ０．０ 

（％） 

５ 

前年度と比べ、授業の
各プロセスに手応えを
感じている教員が増え
ました。 

①資質・能力に応じた目標設定 ③主体的で対話的な深い学びを意識した手立て ②目標達成に向けた単元設定 

④評価の観点に照らした学習評価 ⑤学習評価を基にした授業改善の視点 



○「深い学び」について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問いかけに対して、返事をしたり、しなかったりができるようになった （小学部：国語） 

・楽器に意欲的に手を伸ばすことが増えた （小学部：音楽） 

・作品を家に持ち帰ってスイッチ遊びにつなげた （小学部：図工） 

・自ら商品やお金を店員に手渡した （中学部：職業・家庭） 

・周囲の様子や手元をよく見るようになった （中学部：国語） 

・学びを活かして次の課題へ、もっと難しいものへの意欲がでてきた （中学部：数学） 

・聞くことが苦手な生徒が、学習を積み重ね集中できるようになった （高等部：国語） 

・簡単な語句や基本的な表現を用い、全体の場で一人ひとり発表した （高等部：外国語） 

・負けた原因や状況を話し合う、授業以外の場面で練習した （高等部：体育） 

当初計画していた指導目標
の達成はできたけれど、
「深い学び」までは至らなか
ったと思う。 

障害のある児童生徒たちに「深い学び」を
実現することってどういうこと？ 
障害が重度な児童生徒にとっての「深い学
び」とは？ 

「深い学び」には、何か基準
があるのかな？ 

研究協議などであがった「深い学び」についての疑問点 

本校の教師が実践の中で感じた「深い学び」の姿（一部抜粋） 「深い学び」の姿とは 
障害の程度に関わらず 

力を発揮する姿 

学びを活かす姿 

力を般化する姿 

と仮定することができるの
ではないか 

まずは、児童生徒が教師の

意図通りの力を付けることが

できるよう計画し（指導目標

の達成）、さらに、それ以上の

力が発揮できることをねらっ

た手立てや工夫も 仕 組 ん で

いく必要がある。 

今後の課題 
・本校の教師が感じる「深い学び」とは、教師が意図した学び（またはそれ以上の学び）の実現といえる。「深い学び」に導くためには、障害の状態に応

じた手立てだけでなく、各教科の特質に応じた「見方・考え方」を働かせることができる手立てや工夫を検討する。 

・学習指導要領の目標に準拠した、新しい評価の観点に基づく評価規準（学校で設定した各教科の内容のまとまりごとの評価規準）を踏まえた授業実

践を積み重ねていく必要がある。 

 
６ 


